
日日本本のの持持続続的的なな成成長長とと活活性性化化をを目目指指すす

一般財団法人 アーネスト育成財団 活動報告

技術経営人財の育成と活用
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４
月
28
日
か
ら
５
月
４
日
ま

で
安
倍
総
理
の
訪
問
団
の
一
員

と
し
て
ロ
シ
ア
、
中
東
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

訪
問
先
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ラ

ム
や
晩
餐
会
な
ど
の
公
式
行
事

が
分
刻
み
で
詰
ま
っ
て
い
て
自

由
な
時
間
は
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
各
国
の
首
脳
を
は
じ
め
要
人
と
直

接
お
会
い
す
る
こ
と
が
出
来
、
成
果
の

多
い
海
外
訪
問
で
し
た
。

ロ
シ
ア
で
は
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と

選
挙
で
戦
っ
た
ミ
ハ
イ
ル
・
プ
ロ
ホ
ロ

フ
氏
と
夕
食
を
共
に
し
て
、
意
見
交
換

を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
北
方
領

土
返
還
交
渉
も
重
要
で
す
が
、
ビ
ジ
ネ

ス
を
通
し
て
両
国
間
の
パ
イ
プ
を
太
く

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し

た
。
ウ
イ
ン
・
ウ
イ
ン
の
関
係
が
あ
っ

て
こ
そ
、
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
着
い
た

時
、
有
利
に
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
互

い
の
信
頼
構
築
が
必
要
で
す
。

Ｕ
Ａ
Ｅ
訪
問
で
は
、
安
倍
総
理
と
ム

ハ
ン
マ
ド
皇
太
子
が
一
緒
に
会
場
に
入

場
す
る
際
に
、
日
本
側
は
約
半
数
し
か

起
立
せ
ず
、
表
敬
の
意
を
示
さ
な
い
人

が
い
た
一
方
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
側
の
経
済
界
は

一
同
に
起
立
、
海
外
の
元
首
に
対
し
て

は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
見
ら
れ
ま
せ

ん
。
「
い
か
な
る
人
材
が
集
う
と
も
、

和
が
な
け
れ
ば
成
果
は
得
ら
れ
な
い
。

常
に
感
謝
の
心
を
抱
い
て
互
い
に
協
力

し
あ
っ
て
こ
そ
、
信
頼
が
培
わ
れ
、
真

の
発
展
も
生
ま
れ
て
く
る
（
松
下
幸
之

助)
｣

と
い
う
言
葉
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

日
本
が
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
世
界
に

貢
献
す
る
に
は
、
日
本
人
の
和
の
精
神

を
大
切
に
し
、
政
財
界
が
一
つ
に
な
っ

て
世
界
に
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

(

西
河
洋
一)

ＯＯＰＰＩＩＮＮＩＩＯＯＮＮＳＳ

教教育育はは人人がが人人をを教教ええるる
人人にに接接触触ししななけけれればば学学べべなないい ・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・ ４４頁頁
松下政経塾が目指した人財育成 岡田邦彦氏講演

人人間間力力をを向向上上ささせせるる
リリーーダダーーシシッッププはは開開発発ででききるる ・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・ ６６頁頁

グローバルビジネスにおける技術経営人財 阿部剛士氏講演

経経営営ののシシュュミミレレーーシショョンンををすするるここととでで、、
将将来来のの経経営営にに備備ええるるここととががででききるる ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７７頁頁

奥出阜義氏講師、小平和一朗アシスタント講師

[技術経営人材育成セミナー(第３回）]

[技術経営人材育成研修(第1回）]

日日本本型型経経営営のの強強みみでで、、
ググロローーババルル競競争争にに勝勝つつ ・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・ ２２頁頁
技術経営人材育成と活用に関する研究委員会（坂巻資敏委員長）

[技術経営人材育成と活用に関する研究委員会(第３回～第５回）]

[技術経営人材育成セミナー(第４回）]
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ＣＣ
ＥＥ
ＯＯ
育育
成成
にに
役役
立立
つつ
教教
材材
をを
開開
発発

第
三
回
技
術
経
営
人
財
育
成
と
活
用

に
関
す
る
研
究
委
員
会
（
委
員
長
坂
巻

資
敏
）
を
３
月
19
日
に
財
団
内
会
議
室

に
て
開
催
し
た
。
委
員
会
で
は
『
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
Ｍ
Ｏ
Ｔ
（
小
平
和
一

朗
）
』
と
『
技
術
経
営
が
組
織
を
変
革

す
る
（
佐
竹
右
幾
）
』
と
題
す
る
講
演

が
あ
り
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

第
四
回
研
究
委
員
会
を
４
月
16
日
に

財
団
内
で
開
催
。
委
員
会
で
は
『
市
場

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン(

小
平)

』

と
『
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
基
礎
（
大
橋

克
已
）
』
と
題
し
た
講
演
が
あ
り
、
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

第
五
回
研
究
委
員
会
を
５
月
21
日

に
財
団
内
で
開
催
。
委
員
会
で
は
『
グ

ロ
ー
バ
ル
経
営
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

(

柴
田
智
宏)

』
『
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
と
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル(

小
平)

』
『
新
規
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
紹
介(

山
中
隆
敏)

』
と

題
し
た
講
演
が
あ
り
、
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

エエ
ンン
ジジ
ニニ
アア
リリ
ンン
ググ
はは
、、
ＭＭ
ＯＯ
ＴＴ

経
営
で
は
、
人
、
モ
ノ
、
金
、
情
報
、

時
間
と
い
う
５
つ
の
要
素
を
企
画
・
計

画
す
る
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
は
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る

こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
だ
。
コ
ト
づ
く

り
、
モ
ノ
づ
く
り
を
科
学
的
に
処
理
す

る
と
こ
ろ
が
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
だ
。

エエ
ンン
ジジ
ニニ
アア
リリ
ンン
ググ
・・
ブブ
ララ
ンン
ドド

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
ブ
ラ
ン
ド
は
、

技
術
の
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
。
左
脳
的
な

思
考
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
思
考
で
右
脳
的

思
考
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
思
考
で
あ
る
。

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
技
術
経
営
と
い

う
の
で
あ
れ
ば
、
左
脳
的
思
考
と
右
脳

的
思
考
と
の
シ
ナ
ジ
ー
が
起
き
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
は
、

左
脳
と
右
脳
と
を
複
合
的
に
両
面
で
理

解
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

全全
社社
でで
取取
りり
組組
むむ
ママ
ーー
ケケ
テテ
ィィ
ンン
ググ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
情
報
は
、
社
内
の

あ
ら
ゆ
る
部
門
で
必
要
に
な
る
。
買
い

手
か
ら
得
ら
れ
る
マ
ー
ケ
ィ
ン
グ
情
報

は
、
市
場
に
お
け
る
商
品
概
念
の
定
義

で
あ
る
。
市
場
か
ら
情
報
の
中
で
ク

レ
ー
ム
情
報
は
貴
重
で
、
そ
の
情
報
は
、

社
内
の
あ
ら
ゆ
る
部
門
で
共
有
さ
れ
る
。

評
判
が
良
い
情
報
は
歓
迎
さ
れ
る
が
、

マ
イ
ナ
ー
な
情
報
は
敬
遠
さ
れ
る
。
リ

コ
ー
ル
を
恐
れ
、
情
報
を
隠
蔽
す
る
と

技技術術経経営営人人財財をを育育成成すするるたためめのの教教材材ををつつくくるる

2013.3.19, 4.16 , 5.21研研究究会会活活動動

日日本本型型経経営営のの強強みみでで、、ググロローーババルル競競争争にに勝勝つつ

米国の投資会社にとって、会社は
商品でしかなかったが、私は｢会社
は、長く経営せねばならない｣と考
えている。 （柴田智宏理事）

技術経営人材育成と活用に関する研究委員会

発発表表中中のの柴柴田田（（左左））、、
右右隣隣はは山山中中（（中中））、、佐佐竹竹（（右右））

ママーーケケテティィンンググはは、、市市場場ににいいるる顧顧客客ととのの
ミミククロロなな企企業業活活動動かからら始始ままるる。。
顧顧客客はは常常にに外外部部のの影影響響をを受受けけるる。。
ミミククロロのの立立場場かかららママククロロのの世世界界をを眺眺めめ
顧顧客客ととののネネッットトワワーーククをを形形成成しし、、
近近未未来来にに向向けけてて事事業業づづけけををすするる。。

技
術
の
改
善
活
動
が
停
止
し
、
問
題
の

無
い
商
品
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
。
成
長
が
止
ま
っ
た
商
品
開
発
は
、

年
単
位
の
時
間
が
経
過
す
る
と
、
や
が

て
使
い
に
く
い
商
品
と
な
り
、
企
業
間

競
争
に
敗
れ
る
。

ブブ
ララ
ンン
ドド
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
は
企
業
文

化
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
ブ
ラ
ン
ド
は
商
品
の

機
能
・
性
能
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・

ブ
ラ
ン
ド
は
、
商
品
の
具
現
力
を
表
す
。

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
ブ
ラ
ン
ド
は
、

プ
ロ
ダ
ク
ト
ブ
ラ
ン
ド
や
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
ブ
ラ
ン
ド
を
支
え
て
い
る
。

■■教教材材開開発発にに関関すするる研研究究テテーーママのの検検討討日日程程

22月月1199日日（（火火））：：第1章 技術経営概論

（１）技術経営概論（小平）
33月月1199日日（（火火））：：第2章 技術経営（ＭＯＴ）

（１）エンジニアリングはＭＯＴ（小平）

（２）技術経営が組織を変革する（佐竹）

4月月16日日（（火火））：第3章 マーケティング

（１）市場とのコミュニケーション（小平）

（２）マーケティングの基礎（大橋）

（３）グローバル環境でのビジネス（柴田）

55月月2211日日（（火火））：：第5章 情報通信技術（ＩＣＴ）の活用

（１）ＩＣＴの活用とビジネスモデル（小平）

（２）新規ビジネス（社内起業）モデルの紹介（山中）

66月月1188日日((火火））：：第4章 技術経営戦略

（１）技術経営戦略論（小平）

（２）M&A戦略（坂巻）

（３）途上国市場の攻略について（淺野）

7月月30日日（（火火））：：第6章 人財教育

（１）技術リーダーの育成（小平）

（２）技術経営戦略と戦略MM教育（奥出）

88月月2277日日（（火火））：：第７章 プロジェクトマネジメント

（１）生産管理、開発管理（小平）

（２）研究開発部門の事業化戦略（坂巻）

99月月1177日日（（火火））：：第８章 管理会計

（１）財務会計、企業会計、ファイナンス（小平）

（２）会社経営における人、モノ、金（淺野）

1100月月1155日日((火火））：：第９章 法務

（１）総務、オープンイノベーション（小平）

（２）会社法務（大橋）

（３）特許、技術提携（坂巻）

（４）オープンイノベーション（山中）

1111月月1199日日（（火火））：：第10章 まとめ

（１）技術経営の実践事例（西河）
（２）分類の再考（全員）

技技術術経経営営人人財財育育成成とと活活用用
にに関関すするる研研究究委委員員会会



3 Earnest Vol.01 No.2 June 15.2013

■■
市市
場場
形形
成成
のの
進進
化化
過過
程程
のの
分分
析析

モ
ノ
づ
く
り
は
、
最
初
に
技
術
１
が

あ
っ
て
商
品
Ａ
が
で
き
る
。
（
図
１
）

そ
し
て
リ
ー
ド
ユ
ー
ザ
で
あ
る
顧
客
を

見
つ
け
、
売
り
上
げ
が
立
つ
。
そ
の
顧

客
の
も
と
で
次
の
技
術
２
を
開
発
し
、

次
は
ニ
ー
ズ
を
先
取
り
し
て
商
品
Ｂ
を

顧
客
に
売
り
込
む
。
そ
の
顧
客
の
要
求

で
次
の
技
術
Ｂ
を
開
発
し
商
品
Ｃ
を
開

発
す
る
。
そ
の
商
品
Ｃ
が
売
れ
る
市
場

を
見
つ
け
市
場
を
形
成
す
る
サ
イ
ク
ル

が
考
え
ら
れ
る
。

西西
河河

具
体
的
な
商
品
事
例
は
。

小小
平平

ベ
ン
チ
ャ
ー
が
商
品
を
作
っ
て
、

そ
れ
を
事
業
化
す
る
過
程
で
見
る
事
が

で
き
る
。
バ
ー
コ
ー
ド
の
メ
ー
カ
ー
の

事
例
が
あ
る
。

大大
橋橋

商
品
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
上
が
り
新

し
い
技
術
が
付
加
す
る
こ
と
で
、
新
し

い
顧
客
が
で
き
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
広
が
る
。

佐佐
竹竹

ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
は
、
初
期
の
段

■■
６６
角角
形形
とと
３３
角角
形形
のの
組組
織織
をを
議議
論論

Ｃ
Ｋ
Ｓ
（
注
１
）
モ
デ
ル
（
図
２
）

を
見
て
6
角
形
の
議
論
を
し
た
。
組

織
・
経
営
を
語
る
有
用
な
視
点
だ
。

奥奥
出出

ハ
ニ
カ
ム
（
６
角
形
）
構
造
は
、

飛
行
機
で
も
活
用
し
て
い
る
。
ミ
ツ
バ

チ
の
蜂
の
巣
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
構

造
が
最
強
で
組
織
で
も
活
用
し
チ
ャ
レ

ン
ジ
に
活
用
で
き
る
か
を
語
れ
れ
ば
良

い
。
一
般
的
に
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
組
織
。

大大
橋橋

こ
の
ハ
ニ
カ
ム
の
考
え
は
面
白

い
と
思
う
。
し
か
し
、
血
が
通
う
、
組

織
間
の
中
で
、
情
報
の
流
れ
、
流
し
方
、

関
係
性
、
力
な
ど
語
れ
な
い
と
、
ど
う

動
く
か
が
判
ら
な
い
。
組
織
的
な
形
は

良
い
が
、
形
の
問
題
よ
り
も
、
経
営
で

組
織
が
ど
う
動
く
か
を
語
ら
な
い
と
、

Ｃ
Ｋ
Ｓ
の
本
質
が
理
解
し
に
く
い
。

佐佐
竹竹

成
功
の
要
因
の
検
証
は
論
文
に

し
て
い
る
の
で
、
後
日
紹
介
し
た
い
。

西西
河河

私
も
形
に
拘
る
。
ハ
ニ
カ
ム
が

強
い
の
は
判
る
が
３
が
基
だ
。
経
営
で

は
３
に
拘
る
。
偶
数
だ
と
意
見
が
割
れ

る
。
３
の
理
論
は
な
い
の
か
。

佐佐
竹竹

「
一
番
強
い
の
は
３
だ
よ
」
と

恩
師
の
近
藤
先
生
が
仰
っ
て
い
た
。
私

も
３
は
ベ
ー
ス
だ
と
思
う
。
Ｃ
Ｋ
Ｓ
で

は
、
３
つ
の
コ
ア
と
な
る
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
企
業
を
中
心
と
し
て
奇
数
を
重
視
し

て
い
る
。
３
の
整
数
倍
が
ベ
ー
ス
と

な
っ
て
い
る
が
、
増
殖
（
連
結
）
さ
せ

る
に
は
ハ
ニ
カ
ム
構
造
が
良
い
。

小小
平平

戦
略
的
に
は
意
図
的
に
ハ
ニ
カ

ム
構
造
の
真
ん
中
に
自
分
を
お
い
て
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
構
成
す
る
。
真
ん
中

に
置
い
た
ら
３
と
同
じ
だ
。

西西
河河

例
え
ば
、
我
々
の
頂
上
の
役
員

が
私
を
含
め
て
４
名
い
る
。
私
以
下
の

役
員
を
３
角
形
に
し
て
、
そ
の
上
に
自

分
（
社
長
）
を
置
い
て
４
面
に
し
て
い

る
。
５
名
に
す
る
と
う
ま
く
は
い
か
な

い
。
本
当
に
不
思
議
で
あ
る
。

「新規事業をやるならば、研究開発から販売サービスまでの事業
化を検討しないと成功はしない」と語る坂巻委員長（左）。中央は
西河理事長、右端は大橋委員。

階
で
は
録
音
機
能
を
省
き
、
再
生
の
み

に
し
て
小
型
化
を
実
現
し
た
。
開
発
段

階
で
機
能
を
省
く
と
い
う
考
え
も
必
要

に
な
る
。
必
要
最
小
限
の
機
能
を
持
た

せ
る
こ
と
で
ヒ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
あ
る
。

「エンジニア同士で検討すると常識的な製品にな
る。経営者が『こういうモノを作れ』と指導するとそ
れに向かって進化する」と語る西河理事長。

2013.3.19, 4.16 , 5.21研研究究会会活活動動技術経営人材育成と活用に関する研究委員会

「6次産業への検討は進めている。富士通が通信か

らコンピューター事業を起こした時は新規事業の進
出」と報告する山中委員（左）、右は佐竹委員。

「中小企業では、組織・部署が足りない場合が多
いので、6角形のハニカム型ネットワークシステム
で企業間を補完するのが良い」と語る佐竹委員。

A社B社

C社

CKS（注１）モデルは、佐竹委員
が提唱する企業間連携モデル。

図図２２ CCKKSSモモデデルル

（注1）CSK： Collective Knowledge Stationの略号

顧客顧客

商商品品A

技技術術2

商商品品B

技技術術3

顧客

技技術術1

顧客

市 場

商商品品C

エエンンジジニニアアリリンンググ・・ブブラランンドド
のの構構築築

壁を乗り切る

壁を乗り切る

顧客
顧客

客客先先要要求求

提提案案商商品品

市市場場形形成成
商商品品

【【リリーードドユユーーザザ】】

おお客客様様がが仕仕様様をを決決定定

おお客客様様ののニニーーズズをを先先取取りり

市市場場のの創創生生

プロダクトブランド
の構築

図図１１ 売売りり手手とと買買いい手手ののフフレレーームムワワーークク
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ＣＣ
ＥＥ
ＯＯ
育育
成成
にに
役役
立立
つつ
教教
材材
をを
開開
発発

第
三
回
技
術
経
営
人
財
育
成
と
活
用

に
関
す
る
研
究
委
員
会
（
委
員
長
坂
巻

資
敏
）
を
３
月
19
日
に
財
団
内
会
議
室

に
て
開
催
し
た
。
委
員
会
で
は
『
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
Ｍ
Ｏ
Ｔ
（
小
平
和
一

朗
）
』
と
『
技
術
経
営
が
組
織
を
変
革

す
る
（
佐
竹
右
幾
）
』
と
題
す
る
講
演

が
あ
り
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

第
四
回
研
究
委
員
会
を
４
月
16
日
に

財
団
内
で
開
催
。
委
員
会
で
は
『
市
場

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン(

小
平)

』

と
『
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
基
礎
（
大
橋

克
已
）
』
と
題
し
た
講
演
が
あ
り
、
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

第
五
回
研
究
委
員
会
を
５
月
21
日

に
財
団
内
で
開
催
。
委
員
会
で
は
『
グ

ロ
ー
バ
ル
経
営
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

(

柴
田
智
宏)

』
『
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
と
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル(

小
平)

』
『
新
規
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
紹
介(

山
中
隆
敏)

』
と

題
し
た
講
演
が
あ
り
、
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

エエ
ンン
ジジ
ニニ
アア
リリ
ンン
ググ
はは
、、
ＭＭ
ＯＯ
ＴＴ

経
営
で
は
、
人
、
モ
ノ
、
金
、
情
報
、

時
間
と
い
う
５
つ
の
要
素
を
企
画
・
計

画
す
る
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
は
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る

こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
だ
。
コ
ト
づ
く

り
、
モ
ノ
づ
く
り
を
科
学
的
に
処
理
す

る
と
こ
ろ
が
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
だ
。

エエ
ンン
ジジ
ニニ
アア
リリ
ンン
ググ
・・
ブブ
ララ
ンン
ドド

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
ブ
ラ
ン
ド
は
、

技
術
の
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
。
左
脳
的
な

思
考
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
思
考
で
右
脳
的

思
考
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
思
考
で
あ
る
。

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
技
術
経
営
と
い

う
の
で
あ
れ
ば
、
左
脳
的
思
考
と
右
脳

的
思
考
と
の
シ
ナ
ジ
ー
が
起
き
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
は
、

左
脳
と
右
脳
と
を
複
合
的
に
両
面
で
理

解
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

全全
社社
でで
取取
りり
組組
むむ
ママ
ーー
ケケ
テテ
ィィ
ンン
ググ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
情
報
は
、
社
内
の

あ
ら
ゆ
る
部
門
で
必
要
に
な
る
。
買
い

手
か
ら
得
ら
れ
る
マ
ー
ケ
ィ
ン
グ
情
報

は
、
市
場
に
お
け
る
商
品
概
念
の
定
義

で
あ
る
。
市
場
か
ら
情
報
の
中
で
ク

レ
ー
ム
情
報
は
貴
重
で
、
そ
の
情
報
は
、

社
内
の
あ
ら
ゆ
る
部
門
で
共
有
さ
れ
る
。

評
判
が
良
い
情
報
は
歓
迎
さ
れ
る
が
、

マ
イ
ナ
ー
な
情
報
は
敬
遠
さ
れ
る
。
リ

コ
ー
ル
を
恐
れ
、
情
報
を
隠
蔽
す
る
と

技技術術経経営営人人財財をを育育成成すするるたためめのの教教材材ををつつくくるる

2013.3.19, 4.16 , 5.21研研究究会会活活動動

日日本本型型経経営営のの強強みみでで、、ググロローーババルル競競争争にに勝勝つつ

米国の投資会社にとって、会社は
商品でしかなかったが、私は｢会社
は、長く経営せねばならない｣と考
えている。 （柴田智宏理事）

技術経営人材育成と活用に関する研究委員会

発発表表中中のの柴柴田田（（左左））、、
右右隣隣はは山山中中（（中中））、、佐佐竹竹（（右右））

ママーーケケテティィンンググはは、、市市場場ににいいるる顧顧客客ととのの
ミミククロロなな企企業業活活動動かからら始始ままるる。。
顧顧客客はは常常にに外外部部のの影影響響をを受受けけるる。。
ミミククロロのの立立場場かかららママククロロのの世世界界をを眺眺めめ
顧顧客客ととののネネッットトワワーーククをを形形成成しし、、
近近未未来来にに向向けけてて事事業業づづけけををすするる。。

技
術
の
改
善
活
動
が
停
止
し
、
問
題
の

無
い
商
品
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
。
成
長
が
止
ま
っ
た
商
品
開
発
は
、

年
単
位
の
時
間
が
経
過
す
る
と
、
や
が

て
使
い
に
く
い
商
品
と
な
り
、
企
業
間

競
争
に
敗
れ
る
。

ブブ
ララ
ンン
ドド
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
は
企
業
文

化
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
ブ
ラ
ン
ド
は
商
品
の

機
能
・
性
能
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・

ブ
ラ
ン
ド
は
、
商
品
の
具
現
力
を
表
す
。

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
ブ
ラ
ン
ド
は
、

プ
ロ
ダ
ク
ト
ブ
ラ
ン
ド
や
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
ブ
ラ
ン
ド
を
支
え
て
い
る
。

■■教教材材開開発発にに関関すするる研研究究テテーーママのの検検討討日日程程

22月月1199日日（（火火））：：第1章 技術経営概論

（１）技術経営概論（小平）
33月月1199日日（（火火））：：第2章 技術経営（ＭＯＴ）

（１）エンジニアリングはＭＯＴ（小平）

（２）技術経営が組織を変革する（佐竹）

4月月16日日（（火火））：第3章 マーケティング

（１）市場とのコミュニケーション（小平）

（２）マーケティングの基礎（大橋）

（３）グローバル環境でのビジネス（柴田）

55月月2211日日（（火火））：：第5章 情報通信技術（ＩＣＴ）の活用

（１）ＩＣＴの活用とビジネスモデル（小平）

（２）新規ビジネス（社内起業）モデルの紹介（山中）

66月月1188日日((火火））：：第4章 技術経営戦略

（１）技術経営戦略論（小平）

（２）M&A戦略（坂巻）

（３）途上国市場の攻略について（淺野）

7月月30日日（（火火））：：第6章 人財教育

（１）技術リーダーの育成（小平）

（２）技術経営戦略と戦略MM教育（奥出）

88月月2277日日（（火火））：：第７章 プロジェクトマネジメント

（１）生産管理、開発管理（小平）

（２）研究開発部門の事業化戦略（坂巻）

99月月1177日日（（火火））：：第８章 管理会計

（１）財務会計、企業会計、ファイナンス（小平）

（２）会社経営における人、モノ、金（淺野）

1100月月1155日日((火火））：：第９章 法務

（１）総務、オープンイノベーション（小平）

（２）会社法務（大橋）

（３）特許、技術提携（坂巻）

（４）オープンイノベーション（山中）

1111月月1199日日（（火火））：：第10章 まとめ

（１）技術経営の実践事例（西河）
（２）分類の再考（全員）

技技術術経経営営人人財財育育成成とと活活用用
にに関関すするる研研究究委委員員会会
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人
財
を
育
成
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ

と
な
の
か
、
松
下
政
経
塾
は
、
ど
う
い

う
こ
と
を
心
が
け
て
人
財
育
成
を
し
て

き
た
の
か
に
つ
い
て
話
を
し
た
い
。
松

下
政
経
塾
（
以
下
、
政
経
塾
と
略
）
は
、

ま
だ
評
価
が
一
定
し
な
い
。
昨
年
、
同

期
の
野
田
君
が
民
主
党
の
党
首
に
な
り

総
理
と
な
り
、
閣
僚
も
政
経
塾
出
身
が

沢
山
入
っ
た
。
し
か
し
政
経
塾
は
民
主

党
の
議
員
だ
け
で
な
く
て
、
自
民
党
の

議
員
も
沢
山
出
し
て
い
る
。

人人
間間
にに
はは
、、
無無
限限
のの
可可
能能
性性
がが
ああ
るる

毎
朝
唱
和
す
る
松
下
幸
之
助
翁
（
以

下
、
幸
之
助
と
記
す
）
が
作
っ
た
『
塾

是
』
が
あ
る
。
「
真
に
国
家
と
国
民
を

愛
し
、
新
し
い
人
間
観
に
基
づ
く
政

治
・
経
営
の
理
念
を
探
求
し
人
類
の
繁

栄
幸
福
と
世
界
の
平
和
に
貢
献
し
よ

う
」
。
新
し
い
人
間
観
と
は
、
特
別
な

言
葉
で
「
人
間
に
は
、
無
限
の
可
能
性

が
あ
る
」
が
幸
之
助
の
考
え
。

『
塾
訓
』
に
「
素
直
な
心
で
衆
知
を

集
め
、
自
修
自
得
で
事
の
本
質
を
究
め
、

日
に
新
た
な
生
成
発
展
の
道
を
求
め
よ

う
」
が
あ
る
。
素
直
な
心
と
は
何
事
に

も
囚
わ
れ
な
い
心
の
こ
と
。
人
間
は
教

育
や
経
験
な
ど
を
通
し
て
何
か
し
ら
の

偏
見
を
持
ち
サ
ン
グ
ラ
ス
を
掛
け
て
い

る
。
自
修
自
得
も
特
別
な
言
葉
で
自
分

で
求
め
な
い
限
り
、
身
に
付
か
な
い
。

掃掃
除除
がが
出出
来来
なな
いい
人人
にに
、、
何何
がが
でで
きき
るる
かか

政
経
塾
は
、
早
朝
に
敷
地
を
塾
生
が

掃
除
す
る
。
早
朝
の
掃
除
は
結
構
つ
ら

い
。
幸
之
助
は
「
掃
除
が
出
来
な
い
人

に
、
何
が
で
き
る
の
か
」
と
い
う
。
茶

道
や
剣
道
な
ど
も
含
め
日
本
の
伝
統
文

化
か
ら
学
び
な
さ
い
と
い
っ
た
。

上上
質質
のの
人人
にに
会会
わわ
なな
けけ
れれ
ばば
駄駄
目目

耳
学
問
で
あ
っ
て
も
、
お
会
い
し
た

方
の
経
験
が
イ
ン
プ
リ
ン
ト
さ
れ
る
。

上
質
の
人
に
会
わ
な
け
れ
ば
駄
目
で
、

良
い
も
の
読
む
こ
と
も
重
要
だ
が
、
大

切
な
こ
と
は
人
と
会
う
こ
と
だ
。

【【質質
疑疑
】】ＱＱ
：：質質
問問
、、
ＡＡ
：：回回
答答

ＱＱ
（（野野
口口
志志
郎郎
））
：グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義

と
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
良
い
か
。

ＡＡ

グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
の
も
と
で
は

投
資
、
投
機
の
量
と
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト

が
す
ご
い
。
世
界
に
は
流
動
資
産
と
し

て
何
京
円
か
あ
り
、
地
球
を
雲
の
よ
う

に
覆
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
儲
か
る
と
な

る
と
瞬
時
に
投
資
さ
れ
、
儲
か
ら
な
い

と
な
る
と
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
経
営
は

安
定
し
な
い
。
投
資
家
は
短
期
的
で
あ

れ
利
潤
を
得
る
こ
と
が
目
的
、
会
社
が

ど
う
な
る
か
関
係
な
い
。
し
か
し
、
そ

こ
に
人
は
い
な
い
が
技
術
は
人
が
持
っ

て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

ＱＱ
（（坂坂
巻巻
資資
敏敏
））
：岡
田
さ
ん
が
「
人
を
育

て
る
こ
と
が
大
事
だ
」
と
い
う
こ
と
は
、

私
も
企
業
経
験
か
ら
も
同
感
で
あ
る
。

幸
之
助
が
元
気
な
時
に
教
育
を
受
け
た

野
田
さ
ん
が
、
ど
う
し
て
期
待
外
れ
の

総
理
に
な
っ
た
の
か
。

ＡＡ

先
天
性
９
割
。
表
現
方
法
を
発
展

さ
せ
る
の
は
教
育
。
野
田
元
総
理
の
場

合
は
、
自
民
党
時
代
の
負
債
も
あ
り
難

し
か
っ
た
。(

民
主
党
は)

思
っ
て
い
る

こ
と
を
実
現
し
に
く
い
集
団
。

ＱＱ
（（寺寺
尾尾
謙謙
））
6
年
前
に
学
会
の
イ
ベ
ン

ト
で
1
泊
2
日
の
体
験
入
塾
を
し
た
こ

と
が
あ
る
。
28
期
生
の
5
人
と
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
。
彼
ら
は
全
て
の

終
着
点
が
「
政
治
で
し
か
日
本
は
変
え

ら
れ
な
い
」
と
行
き
着
く
。
政
治
家
に

な
る
こ
と
が
目
的
化
し
て
い
る
印
象
を

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
受
け
た
。

ＡＡ

「
政
治
を
変
え
な
い
と
い
け
な
い
」

と
幸
之
助
は
言
っ
て
い
る
。
各
界
の
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
が
政
経
塾
の
目
的
。

私
の
考
え
方
は
遠
回
り
の
よ
う
だ
が
実

際
に
は
そ
ち
ら
の
方
が
政
治
を
変
え
ら

れ
る
。
米
国
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ケ
ネ
デ
ィ

ス
ク
ー
ル
で
は
、
学
ん
だ
人
の
百
人
に

一
人
し
か
政
治
家
に
な
ら
な
い
。
政
経

塾
は
四
割
か
ら
五
割
が
政
治
家
に
な
る
。

人
材
に
は
厚
み
が
必
要
で
あ
る
。

ＱＱ((

清清
水水
真真
人人))

大
学
時
代
の
友
人
が
政

経
塾
に
入
塾
し
た
。
将
来
良
い
方
向
に

変
え
て
行
こ
う
と
生
意
気
な
こ
と
を

言
っ
て
い
た
仲
間
だ
。
今
の
若
者
は
こ

う
い
う
も
の
を
身
に
付
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
れ
ば
。

ＡＡ

30
年
先
日
本
は
7
千
万
人
に
な
る
。

人
口
が
減
れ
ば
、
ど
ん
な
に
頑
張
っ
て

も
経
済
力
は
衰
え
る
。
ど
ん
な
時
代
が

来
て
も
生
き
抜
け
る
人
間
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
。
逞
し
く
な
っ
て
欲
し
い
。

柔
軟
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
近
の

人
は
古
典
を
読
ま
な
い
。
古
典
は
厚
み

の
あ
る
人
生
を
送
る
た
め
に
大
切
だ
。

教教育育はは人人がが人人をを教教ええるる
人人にに接接触触ししななけけれればば学学べべなないい

■■ 松松下下政政経経塾塾がが目目指指ししたた人人財財育育成成、、元元塾塾頭頭岡岡田田邦邦彦彦氏氏講講演演

技術経営人材育成セミナー（第４回）

政経塾が無ければ、日本の政治はもっと悪くなっていた

2013.4.9セセミミナナーー
技術経営人財育成セミナー（第4回）

講師の岡田邦彦（おかだ・くにひこ）氏は、松下政経塾の1期生で、塾
頭の経験もある。松下幸之助翁は自らの経験をもとに本物の国家経
営者を育成することを願っていた。松下幸之助翁から受けた薫陶と、
その後長年の国内外での教育経験をもとに、人材育成のポイントと日
本の現状抱えている課題について語った。

岡岡田田講講師師かからら財財団団へへののメメッッセセーージジ

・人財育成方針を明確にする
・人物を良く見る
・自修自得、自己責任
・国家を意識させる
・目標を常に持たせる
・実践をさせる 等

何何事事ににもも囚囚わわれれててははいいけけなないい
松松下下幸幸之之助助翁翁
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人
間
の
生
き
様
の
殆
ど
が
書
い
て
あ
る
。

ＱＱ
（（平平
強強
））
「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
日
本
の

教
育
を
変
に
し
た
。
日
本
の
道
徳
教
育

を
無
く
し
た
」
と
聞
く
。
政
経
塾
に
道

徳
と
か
古
典
の
授
業
は
あ
っ
た
の
か
。

ＡＡ

中
国
古
典
を
教
え
る
授
業
や
輪
読
会

が
あ
っ
た
。
そ
の
頃
は
、
そ
れ
ら
の
授

業
の
意
味
が
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、

今
は
重
要
だ
と
思
う
。

ＱＱ
（（西西
河河
洋洋
一一
））
幸
之
助
は
政
治
が
良
く

な
れ
ば
経
済
も
良
く
な
る
と
言
っ
た
。

お
そ
ら
く
経
済
を
基
軸
に
し
て
や
れ
ば

日
本
が
良
く
な
る
。
そ
う
い
う
概
念
を

も
う
一
度
整
理
し
政
界
に
出
る
と
経
済

を
担
当
し
て
い
る
我
々
も
助
か
る
。

ＡＡ

お
っ
し
ゃ
る
通
り
だ
。
政
経
塾
が
無

か
っ
た
ら
日
本
の
政
治
は
も
っ
と
悪
く

な
っ
て
い
た
。
お
金
が
無
い
普
通
の
人

で
も
政
治
家
に
な
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ＱＱ
（（坂坂
巻巻
資資
敏敏
））
政
経
塾
の
卒
業
生
は
優

れ
た
資
質
を
持
っ
て
い
る
。
同
窓
会
で

塾
長
さ
ん
が
指
導
出
来
な
い
の
か
。
卒

業
し
た
ら
自
分
達
で
勝
手
に
や
り
な
さ

い
で
は
、
和
は
で
き
な
い
。

ＡＡ

小
グ
ル
ー
プ
で
は
集
ま
っ
て
い
る
。

全
体
と
い
う
と
難
し
い
。
政
経
塾
と
同

じ
よ
う
な
競
合
組
織
が
無
い
。
競
争
が

あ
る
と
逆
に
和
が
で
き
る
と
思
う
。

ＱＱ
（（大大
橋橋
克克
已已
））
30
倍
く
ら
い
の
中
で
選

ば
れ
て
自
分
の
思
い
が
あ
っ
て
自
主
自

立
で
3
年
間
学
ぶ
。
最
初
の
思
い
と
出

る
と
き
で
志
が
変
わ
る
か
、
人
の
成
長

が
あ
る
か
。
成
果
を
ど
の
よ
う
に
把
握

し
、
評
価
し
て
い
る
か
。
講
師
陣
の
中

に
プ
ロ
の
政
治
家
が
い
な
い
。

ＡＡ

人
に
よ
っ
て
成
長
す
る
人
と
そ
う
で

な
い
人
が
い
る
。
今
は
政
治
家
が
理
事

に
い
る
が
初
期
の
こ
ろ
に
は
入
っ
て
な

か
っ
た
。
幸
之
助
は
「
今
の
政
治
家
で

先
生
と
い
え
る
人
は
一
人
も
い
な
い
」

と
言
っ
て
い
た
。
当
時
、
自
民
党
の
政

治
家
や
社
会
党
の
政
治
家
を
入
れ
て
も

政
経
塾
の
参
考
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

自
分
達
で
新
し
い
政
治
を
考
え
て
欲
し

い
と
言
っ
て
い
た
。

ＱＱ
（（淺淺
野野
昌昌
宏宏
））
世
界
と
い
う
眼
で
み

る
と
社
会
の
安
定
は
民
衆
の
平
和
に
繋

が
る
。
ア
ラ
ブ
は
独
裁
者
が
い
な
い
と

社
会
の
安
定
が
保
た
れ
な
い
。
そ
の
よ

う
な
こ
と
も
学
ん
で
い
る
の
か
。

ＡＡ

私
が
学
ん
だ
頃
、
余
り
国
際
的
な

こ
と
は
勉
強
し
な
か
っ
た
。
私
が
塾
頭

に
な
っ
て
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
大
使
館
と

か
、
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
な
ど
か
ら
色
々

な
人
を
呼
ん
だ
。
積
極
的
に
世
界
を
見

て
く
る
よ
う
に
勧
め
た
。

ＱＱ
（（佐佐
竹竹
右右
幾幾
））
岡
田
先
生
の
話
に
国

家
を
意
識
さ
せ
る
話
が
あ
っ
た
。
人
口

が
少
な
く
な
る
と
国
家
危
機
で
あ
る
。

政
経
塾
で
は
、
こ
う
い
う
テ
ー
マ
で
議

論
し
て
い
る
の
か
。
政
治
、
経
済
と
国

語
を
教
え
た
ら
完
璧
だ
。

ＡＡ

少
子
化
は
安
全
保
障
上
も
リ
ス
ク

が
あ
る
こ
と
は
良
く
理
解
し
て
い
る
。

2013.4.9セセミミナナーー
技術経営人財育成セミナー（第4回）

「政経塾、日本を良くすることでなく、政治家になる
ことが目的になっている」と質す寺尾氏（前列右）。

当
財
団
は
、
日
本
を
元
気
に
す
る

新
し
い
企
業
家
を
育
成
支
援
し
た
い

と
い
う
強
い
思
い
で
誕
生
し
た
。
会

社
を
創
立
し
、
こ
れ
を
維
持
発
展
さ

せ
て
い
く
リ
ー
ダ
ー
や
中
小
企
業
の

後
継
者
を
育
成
し
支
援
す
る
こ
と
が

活
動
目
的
。
企
業
経
営
と
は
何
か
、

企
業
を
発
展
さ
せ
て
ゆ
く
経
営
革
新

等
に
つ
い
て
連
載
す
る
。
（
注
２
）

起起
業業
前前
にに
ビビ
ジジ
ネネ
スス
体体
験験

新
た
に
会
社
を
興
す
に
は
、
実
際

の
ビ
ジ
ネ
ス
を
経
験
し
、
自
分
が
始

め
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
業
界
ル
ー
ル
や
商

習
慣
を
身
に
着
け
る
と
と
も
に
ビ
ジ

ネ
ス
の
基
本
を
会
得
す
る
必
要
が
あ

る
。
特
に
取
引
先
と
の
人
脈
つ
く
り

は
、
事
業
を
軌
道
に
乗
せ
る
上
で
重

要
で
あ
る
。

戦
前
の
日
本
に
は
「
丁
稚
奉
公
」

の
習
慣
が
あ
り
、
こ
こ
で
商
売
を
習

い
年
季
明
け
に
自
分
の
お
店
を
持
た

せ
て
も
ら
い
起
業
し
た
。
松
下
電
器

産
業
の
松
下
幸
之
助
氏
も
大
阪
の
船

場
で
奉
公
し
、
商
売
の
基
本
を
習
っ

た
後
、
働
き
な
が
ら
二
股
ソ
ケ
ッ
ト

を
発
明
し
、
事
業
の
柱
に
独
立
。

今
日
の
大
企
業
は
、
個
人
の
担
当

す
る
仕
事
は
細
分
化
さ
れ
て
い
て
、

会
社
の
す
べ
て
の
部
署
を
経
験
し
よ

う
と
す
れ
ば
、
定
年
ま
で
か
か
っ
て

も
廻
り
切
れ
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
。

自
分
が
将
来
独
立
し
よ
う
と
思
う
な

ら
、
経
営
に
必
要
な
情
報
や
ノ
ウ
ハ

ウ
は
、
中
小
企
業
に
就
職
し
て
学
ん

だ
ほ
う
が
早
く
身
に
着
け
ら
れ
る
。

事事
業業
ドド
メメ
イイ
ンン
のの
決決
定定

ビ
ジ
ネ
ス
の
コ
ツ
と
ル
ー
ル
を
習

得
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
商
品
、
シ

ス
テ
ム
、
サ
ー
ビ
ス
の
企
業
か
、
川

上
、
川
中
と
川
下
の
ど
こ
で
、
事
業

プ
ロ
セ
ス
の
ど
こ
で
を
決
定
す
る
。

サ
ー
ビ
ス
も
一
つ
の
製
品
。｢

研

究
開
発｣

「
設
計｣

｢

生
産
準
備｣

「
生

産｣
｢

物
流｣

｢

販
売｣

と｢

保
守｣

プ
ロ

セ
ス
を
観
覧
車
の
様
に
回
す
。

こ
の
全
て
の
機
能
を
自
社
で
経
営

す
る
か
、
個
別
の
プ
ロ
セ
ス
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
専
門
企
業
を
目
指

す
か
は
、
重
大
な
意
思
決
定
だ
。

全
て
の
機
能
を
所
有
し
経
営
す
る

の
を
垂
直
統
合
型
、
一
部
の
機
能
に

特
化
し
専
門
店
経
営
を
す
る
の
を
水

平
分
業
型
と
言
う
。
ア
ッ
プ
ル
は
垂

直
統
合
型
企
業
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

は
パ
ソ
コ
ン
の
Ｏ
Ｓ
と
シ
ス
テ
ム
ソ

フ
ト
に
特
化
し
た
水
平
分
業
型
企
業
。

ア
ッ
プ
ル
は
、iPod

やiPhone

の

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
開
発
・
設
計
、

販
売
、
サ
ー
ビ
ス
を
自
社
で
行
っ
て

い
る
。
生
産
を
台
湾
の
ホ
ン
ハ
イ
精

密
に
生
産
委
託
し
て
い
る
が
、
キ
ー

パ
ー
ツ
の
メ
ー
カ
決
定
や
コ
ス
ト
支

配
は
ア
ッ
プ
ル
が
行
っ
て
い
る
か
ら
、

垂
直
統
合
型
企
業
。
垂
直
統
合
型
企

業
経
営
で
は
、
固
定
費
が
か
か
る
か

ら
、
そ
れ
に
見
合
う
販
売
が
安
定
し

て
得
ら
れ
る
こ
と
が
条
件
に
な
る
。

水
平
分
業
型
は
市
場
の
マ
ー
ケ
ッ

ト
シ
ェ
ア
ー
を
ダ
ン
ト
ツ
で
ト
ッ
プ

に
出
来
る
よ
う
な
競
争
力
が
必
要
で

あ
る
。
つ
ま
り
業
界
で
の
勝
ち
馬
を

作
り
、
顧
客
を
勝
馬
に
乗
せ
る
事
が

成
功
の
秘
訣
で
あ
る
。
最
近
水
平
分

業
型
で
起
業
し
て
成
功
し
た
企
業
は
、

米
国
の
ク
ワ
ル
コ
ム
で
あ
る
。
自
社

の
Ｃ
Ｄ
Ｍ
Ａ
（
注
３
）
技
術
を
第
三

世
代
携
帯
電
話
の
標
準
に
し
て
、
特

許
の
収
入
と
こ
れ
を
搭
載
し
た
半
導

体
を
ほ
ぼ
全
て
の
携
帯
端
末
に
搭
載

さ
せ
て
高
収
益
の
会
社
を
作
っ
た
。

連連載載：：企企業業経経営営とと新新製製品品開開発発 第第１１回回 起起業業のの準準備備 研究員 坂巻 資敏

（注2）ホームページ（http://eufd.org）の研究会/調査研究報告/『連載：企業経営と新製品開発』に詳細な報告が掲載
（注3）CDMA： Code Division Multiple Access の略号で「符号分割多重接続方式」の意味、携帯で採用されている通信方式
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人
財
を
育
成
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ

と
な
の
か
、
松
下
政
経
塾
は
、
ど
う
い

う
こ
と
を
心
が
け
て
人
財
育
成
を
し
て

き
た
の
か
に
つ
い
て
話
を
し
た
い
。
松

下
政
経
塾
（
以
下
、
政
経
塾
と
略
）
は
、

ま
だ
評
価
が
一
定
し
な
い
。
昨
年
、
同

期
の
野
田
君
が
民
主
党
の
党
首
に
な
り

総
理
と
な
り
、
閣
僚
も
政
経
塾
出
身
が

沢
山
入
っ
た
。
し
か
し
政
経
塾
は
民
主

党
の
議
員
だ
け
で
な
く
て
、
自
民
党
の

議
員
も
沢
山
出
し
て
い
る
。

人人
間間
にに
はは
、、
無無
限限
のの
可可
能能
性性
がが
ああ
るる

毎
朝
唱
和
す
る
松
下
幸
之
助
翁
（
以

下
、
幸
之
助
と
記
す
）
が
作
っ
た
『
塾

是
』
が
あ
る
。
「
真
に
国
家
と
国
民
を

愛
し
、
新
し
い
人
間
観
に
基
づ
く
政

治
・
経
営
の
理
念
を
探
求
し
人
類
の
繁

栄
幸
福
と
世
界
の
平
和
に
貢
献
し
よ

う
」
。
新
し
い
人
間
観
と
は
、
特
別
な

言
葉
で
「
人
間
に
は
、
無
限
の
可
能
性

が
あ
る
」
が
幸
之
助
の
考
え
。

『
塾
訓
』
に
「
素
直
な
心
で
衆
知
を

集
め
、
自
修
自
得
で
事
の
本
質
を
究
め
、

日
に
新
た
な
生
成
発
展
の
道
を
求
め
よ

う
」
が
あ
る
。
素
直
な
心
と
は
何
事
に

も
囚
わ
れ
な
い
心
の
こ
と
。
人
間
は
教

育
や
経
験
な
ど
を
通
し
て
何
か
し
ら
の

偏
見
を
持
ち
サ
ン
グ
ラ
ス
を
掛
け
て
い

る
。
自
修
自
得
も
特
別
な
言
葉
で
自
分

で
求
め
な
い
限
り
、
身
に
付
か
な
い
。

掃掃
除除
がが
出出
来来
なな
いい
人人
にに
、、
何何
がが
でで
きき
るる
かか

政
経
塾
は
、
早
朝
に
敷
地
を
塾
生
が

掃
除
す
る
。
早
朝
の
掃
除
は
結
構
つ
ら

い
。
幸
之
助
は
「
掃
除
が
出
来
な
い
人

に
、
何
が
で
き
る
の
か
」
と
い
う
。
茶

道
や
剣
道
な
ど
も
含
め
日
本
の
伝
統
文

化
か
ら
学
び
な
さ
い
と
い
っ
た
。

上上
質質
のの
人人
にに
会会
わわ
なな
けけ
れれ
ばば
駄駄
目目

耳
学
問
で
あ
っ
て
も
、
お
会
い
し
た

方
の
経
験
が
イ
ン
プ
リ
ン
ト
さ
れ
る
。

上
質
の
人
に
会
わ
な
け
れ
ば
駄
目
で
、

良
い
も
の
読
む
こ
と
も
重
要
だ
が
、
大

切
な
こ
と
は
人
と
会
う
こ
と
だ
。

【【質質
疑疑
】】ＱＱ
：：質質
問問
、、
ＡＡ
：：回回
答答

ＱＱ
（（野野
口口
志志
郎郎
））
：グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義

と
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
良
い
か
。

ＡＡ

グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
の
も
と
で
は

投
資
、
投
機
の
量
と
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト

が
す
ご
い
。
世
界
に
は
流
動
資
産
と
し

て
何
京
円
か
あ
り
、
地
球
を
雲
の
よ
う

に
覆
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
儲
か
る
と
な

る
と
瞬
時
に
投
資
さ
れ
、
儲
か
ら
な
い

と
な
る
と
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
経
営
は

安
定
し
な
い
。
投
資
家
は
短
期
的
で
あ

れ
利
潤
を
得
る
こ
と
が
目
的
、
会
社
が

ど
う
な
る
か
関
係
な
い
。
し
か
し
、
そ

こ
に
人
は
い
な
い
が
技
術
は
人
が
持
っ

て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

ＱＱ
（（坂坂
巻巻
資資
敏敏
））
：岡
田
さ
ん
が
「
人
を
育

て
る
こ
と
が
大
事
だ
」
と
い
う
こ
と
は
、

私
も
企
業
経
験
か
ら
も
同
感
で
あ
る
。

幸
之
助
が
元
気
な
時
に
教
育
を
受
け
た

野
田
さ
ん
が
、
ど
う
し
て
期
待
外
れ
の

総
理
に
な
っ
た
の
か
。

ＡＡ

先
天
性
９
割
。
表
現
方
法
を
発
展

さ
せ
る
の
は
教
育
。
野
田
元
総
理
の
場

合
は
、
自
民
党
時
代
の
負
債
も
あ
り
難

し
か
っ
た
。(

民
主
党
は)

思
っ
て
い
る

こ
と
を
実
現
し
に
く
い
集
団
。

ＱＱ
（（寺寺
尾尾
謙謙
））
6
年
前
に
学
会
の
イ
ベ
ン

ト
で
1
泊
2
日
の
体
験
入
塾
を
し
た
こ

と
が
あ
る
。
28
期
生
の
5
人
と
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
。
彼
ら
は
全
て
の

終
着
点
が
「
政
治
で
し
か
日
本
は
変
え

ら
れ
な
い
」
と
行
き
着
く
。
政
治
家
に

な
る
こ
と
が
目
的
化
し
て
い
る
印
象
を

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
受
け
た
。

ＡＡ

「
政
治
を
変
え
な
い
と
い
け
な
い
」

と
幸
之
助
は
言
っ
て
い
る
。
各
界
の
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
が
政
経
塾
の
目
的
。

私
の
考
え
方
は
遠
回
り
の
よ
う
だ
が
実

際
に
は
そ
ち
ら
の
方
が
政
治
を
変
え
ら

れ
る
。
米
国
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ケ
ネ
デ
ィ

ス
ク
ー
ル
で
は
、
学
ん
だ
人
の
百
人
に

一
人
し
か
政
治
家
に
な
ら
な
い
。
政
経

塾
は
四
割
か
ら
五
割
が
政
治
家
に
な
る
。

人
材
に
は
厚
み
が
必
要
で
あ
る
。

ＱＱ((

清清
水水
真真
人人))

大
学
時
代
の
友
人
が
政

経
塾
に
入
塾
し
た
。
将
来
良
い
方
向
に

変
え
て
行
こ
う
と
生
意
気
な
こ
と
を

言
っ
て
い
た
仲
間
だ
。
今
の
若
者
は
こ

う
い
う
も
の
を
身
に
付
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
れ
ば
。

ＡＡ

30
年
先
日
本
は
7
千
万
人
に
な
る
。

人
口
が
減
れ
ば
、
ど
ん
な
に
頑
張
っ
て

も
経
済
力
は
衰
え
る
。
ど
ん
な
時
代
が

来
て
も
生
き
抜
け
る
人
間
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
。
逞
し
く
な
っ
て
欲
し
い
。

柔
軟
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
近
の

人
は
古
典
を
読
ま
な
い
。
古
典
は
厚
み

の
あ
る
人
生
を
送
る
た
め
に
大
切
だ
。

教教育育はは人人がが人人をを教教ええるる
人人にに接接触触ししななけけれればば学学べべなないい

■■ 松松下下政政経経塾塾がが目目指指ししたた人人財財育育成成、、元元塾塾頭頭岡岡田田邦邦彦彦氏氏講講演演

技術経営人材育成セミナー（第４回）

政経塾が無ければ、日本の政治はもっと悪くなっていた

2013.4.9セセミミナナーー
技術経営人財育成セミナー（第4回）

講師の岡田邦彦（おかだ・くにひこ）氏は、松下政経塾の1期生で、塾
頭の経験もある。松下幸之助翁は自らの経験をもとに本物の国家経
営者を育成することを願っていた。松下幸之助翁から受けた薫陶と、
その後長年の国内外での教育経験をもとに、人材育成のポイントと日
本の現状抱えている課題について語った。

岡岡田田講講師師かからら財財団団へへののメメッッセセーージジ

・人財育成方針を明確にする
・人物を良く見る
・自修自得、自己責任
・国家を意識させる
・目標を常に持たせる
・実践をさせる 等

何何事事ににもも囚囚わわれれててははいいけけなないい
松松下下幸幸之之助助翁翁
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⑩
前
向
き
に
物
事
を
考
え
る
。

■

ＷＷ
ｉｉ
ｎｎ
・・ＷＷ
ｉｉ
ｎｎ
のの
関関
係係

米
国
も
Ｗ
ｉ
ｎ-

Ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
を
重

視
す
る
よ
う
に
変
わ
っ
た
。
戦
う
ア
メ

リ
カ
も
今
は
共
存
共
栄
と
言
う
。
そ
の

背
景
に
サ
ー
バ
ン
ト
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
あ
る
。
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き

な
い
と
レ
ッ
ド
オ
ー
シ
ャ
ン(

注
８)

に

な
る
。
そ
れ
は
需
要
が
大
き
く
伸
び
な

い
と
き
、
市
場
は
す
ぐ
飽
和
す
る
。
市

場
が
飽
和
し
た
状
態
で
競
合
社
同
士
が

競
い
あ
っ
て
は
値
段
の
た
た
き
合
い
で

採
算
割
れ
を
起
こ
し
共
倒
れ
と
な
る
。

ア
ナ
ロ
グ
時
代
の
テ
レ
ビ
は
、
半
世
紀

を
掛
け
て
開
発
。
パ
ネ
ル
型
の
液
晶
テ

レ
ビ
は
寿
命
が
短
期
間
で
10
年
経
っ
て

い
な
い
。
昔
と
時
間
軸
が
違
う
。

■
ササ
ーー
ババ
ンン
トト
リリ
ーー
ダダ
ーー
シシ
ッッ
ププ

部
下
の
成
功
が
自
分
の
成
功
だ
と
考

え
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
サ
ー
バ
ン

ト
リ
ー
ダ
ー
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
、

リ
ー
ダ
ー
自
身
の
た
め
の
も
の
で
は
な

い
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。
メ
ン
バ
ー

の
ビ
ジ
ョ
ン
、
価
値
観
、
目
標
に
生
き

る
手
助
け
を
す
る
も
の
と
考
え
る
。
決

し
て
自
分
が
奉
仕
さ
れ
る
た
め
に
で
は

な
く
、
相
手
に
奉
仕
す
る
た
め
に
い
る

こ
と
を
認
識
し
て
い
る
。
自
分
の
部
下

が
ハ
ッ
ピ
ー
で
あ
っ
た
ら
自
分
は
ハ
ッ

ピ
ー
で
あ
る
と
言
え
る
か
で
あ
る
。

■■
リリ
ーー
ダダ
ーー
シシ
ッッ
ププ
・・
パパ
イイ
ププ
ララ
イイ
ンン

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

と
は
燃
料
が
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
流
れ
る

よ
う
に
、
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
を
体
系
的

に
階
層
間
、
世
代
間
で
と
ぎ
れ
る
こ
と

な
く
育
成
す
る
考
え
方
で
あ
る
。

リ
ー
ダ
ー
は
開
発
で
き
る
。
組
織
の

中
で
、
私
た
ち
は
次
の
リ
ー
ダ
ー
を
開

発
す
る
た
め
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
持
っ

て
い
る
。
そ
う
い
う
人
達
を
教
育
し
て

い
る
。

■■
リリ
ーー
ダダ
ーー
をを
育育
成成
すす
るる

開
発
対
象
は
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
、
日

本
で
い
う
と
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
係
長
、

課
長
、
部
長
ク
ラ
ス
で
あ
る
。
本
部
長

ク
ラ
ス
は
リ
ー
ダ
ー
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
課
長
は
係
長
に
、
部
長
は
課
長

に
、
本
部
長
は
部
長
に
権
限
移
譲
を
し

て
い
る
か
を
問
い
た
い
。
権
限
の
委
譲

と
は
、
責
任
は
自
分
が
取
る
が
権
限
は

部
下
に
委
譲
す
る
こ
と
だ
。
権
限
の
委

譲
が
出
来
て
い
な
い
人
、
人
財
の
育
成

が
出
来
て
い
な
い
人
、
マ
ル
チ
に
仕
事

が
で
き
な
く
シ
ン
グ
ル
な
仕
事
し
か
で

き
な
い
人
は
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て

も
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
も
失
格
で
あ
る
。

■
管管
理理
者者
とと
リリ
ーー
ダダ
ーー
のの
違違
いい

Ｗ
Ｈ
Ｙ
を
言
う
人
が
少
な
い
。
質
の

高
い
結
果
を
得
る
に
は
Ｗ
Ｈ
Ｙ
が
大
切

で
あ
る
。
リ
ー
ダ
ー
に
は
洞
察
力
が
求

め
ら
れ
る
。
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
験
し

た
人
が
な
れ
ば
良
い
か
。
ノ
ー
で
あ
る
。

た
だ
イ
ン
テ
ル
で
は
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を

経
験
し
た
人
が
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
こ
と

が
望
ま
れ
て
い
る
。
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー

が
必
ず
し
も
人
の
管
理
が
で
き
る
と
は

限
ら
な
い
。
必
ず
し
も
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
上
に
リ
ー
ダ
ー
が
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
そ
の
一
番
良
い
例
が
、
ア
ッ
プ
ル

の
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ス
で
あ
る
。

彼
は
史
上
最
高
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た

が
、
史
上
最
悪
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
で
も

あ
っ
た
。
彼
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
や
り

方
で
は
人
は
つ
い
て
い
か
な
か
っ
た
。

■■
リリ
ーー
ダダ
ーー
シシ
ッッ
ププ
はは
開開
発発
でで
きき
るる

Ｉ
Ｔ
の
知
識
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
、
協
業
力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、

解
決
力
、
創
造
力
と
い
う
６
つ
の
要
素

が
必
要
で
あ
る
。
Ｉ
Ｔ
を
使
い
こ
な
し

世
界
の
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
つ
か
む
必
要
が
あ
る
。
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
は
開
発
で
き
る
。

2013.2.13セセミミナナーー
技術経営人財育成セミナー（第３回）

当
財
団
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ビ
ジ
ネ

ス
で
活
躍
で
き
る
技
術
経
営
人
財
の
育

成
と
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
イ
ン

テ
ル
の
取
締
役
・
副
社
長
の
阿
部
剛
士

氏
は
、
か
ね
て
か
ら
経
営
リ
ー
ダ
ー
は
、

育
成
可
能
だ
と
い
う
考
え
を
も
っ
て
い

る
。
２
月
13
日
（
水
）
に
財
団
内
会
議

室
に
て
『
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
お

け
る
技
術
経
営
人
財
』
と
題
す
る
第
３

回
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

■
国国
際際
化化
とと
ググ
ロロ
ーー
ババ
ルル
化化
のの
違違
いい

今
日
は
『
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に

お
け
る
技
術
経
営
人
財
』
と
い
う
演
題

で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
と
は
何
か
を
含
め
て

参
加
者
の
皆
様
と
考
え
て
み
た
い
。

グ
ロ
ー
バ
ル(

注
４)

の
グ
ロ
ー
ブ
と

は
、
も
と
も
と
丸
い
と
い
う
意
味
が
あ

る
。
グ
ロ
ー
ブ
と
は
、
地
球
の
こ
と
で

あ
る
。
国
際
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
で

は
、
意
味
が
違
う
。

国
際
化
と
は
、
拠
点
を
国
内
に
お
い

て
海
外
に
出
る
こ
と
。
グ
ロ
ー
バ
ル
企

業
と
は
、
国
境
を
な
く
し
て
活
動
を
し

て
い
る
企
業
の
こ
と
。
特
定
の
国
だ
け

で
な
く
、
ど
こ
の
国
で
も
「
め
っ
ち
ゃ

す
ご
い
」(

注
５)

を
求
め
ら
れ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る

上
で
、
ど
の
よ
う
な
人
財
を
求
め
て
い

る
の
か
を
考
え
た
い
。
今
日
は
21
世

紀
型
の
人
財
に
つ
い
て
話
し
た
い
。

「
学
ん
だ
こ
と
を
使
わ
な
い
と
意
味

が
な
い
し
、
学
ん
だ
こ
と
を
す
ぐ
使
う

と
い
う
環
境
を
持
つ
こ
と
が
必
要
だ
。

使
っ
て
人
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
重
要

だ
と
」(

注
６)

と
考
え
て
い
る
。

■
責責
任任
はは
存存
続続
しし
成成
長長
すす
るる
ここ
とと

企
業
の
社
会
的
責
任
は
、
利
益
を
出

し
て
儲
け
る
こ
と
で
あ
る
。
企
業
活
動

に
お
い
て
存
続
と
成
長
は
企
業
の
リ
ー

ダ
ー
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
。
現
在
、
日

本
の
多
く
の
企
業
の
成
長
が
止
ま
っ
て

い
る
。
存
続
で
き
て
い
て
も
成
長
を
し

て
い
な
い
の
で
、
半
分
し
か
で
き
て
い

な
い
。
成
長
が
止
ま
っ
て
い
る
会
社
の

経
営
者
は
リ
ー
ダ
ー
と
い
え
な
い
。

■■
人人
間間
力力
をを
向向
上上
ささ
せせ
るる
ここ
とと

道
理
を
わ
き
ま
え
よ(

注
７)

、
一
緒

に
い
る
と
心
地
良
い
、
人
を
引
き
つ
け

る
、
会
っ
た
人
が
好
き
に
な
る
。
こ
れ

が
人
間
力
で
あ
る
。
人
間
力
を
向
上
さ

せ
る
に
は
、
①
嘘
を
つ
か
な
い
②
勇
気

を
も
っ
て
行
動
す
る
③
時
間
を
守
る
④

他
人
を
褒
め
る
⑤
嫉
妬
し
な
い
⑥
謝
る

こ
と
が
で
き
る
⑦
素
直
な
気
持
ち
に
な

れ
る
⑧
謙
虚
さ
を
忘
れ
な
い
⑨
分
か
ら

な
い
こ
と
を
分
か
ら
な
い
と
言
え
る

■■ イインンテテルル㈱㈱取取締締役役 副副社社長長 阿阿部部剛剛士士氏氏講講演演

『『ググロローーババルルビビジジネネススににおおけけるる技技術術経経営営人人財財』』

「知識だけでなく、精神的なバックボーンを含め教育していることが分かった」と
受講者からの感想。阿部講師の話を熱心聞くセミナー受講者。

（注4） Global
（注5） Extraordinary
（注6） Learn Connect Experience
（注7） Be Rational
（注8） Red Ocean 
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受
講
者
10
名
が
参
加
し
て
、
５
月
11

日
の
早
朝
９
時
か
ら
18
時
ま
で
、
１
日

掛
け
た
Ｍ
Ｍ
（
マ
ッ
プ
マ
ヌ
ー
バ
ー
）

演
習
が
行
わ
れ
た
。
Ｍ
Ｍ
演
習
と
は
、

図
上
で
行
う
戦
争
ゲ
ー
ム
の
こ
と
。
戦

略
決
断
力
を
向
上
さ
せ
る
方
法
と
し
て

グ
ロ
ー
バ
ル
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

見見
劣劣
りり
すす
るる
日日
本本
人人
のの
戦戦
略略
力力

軍
事
訓
練
を
受
け
て
い
な
い
日
本
人

が
21
世
紀
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す

る
に
は
座
学
で
戦
略
を
学
習
す
る
だ
け

で
は
限
界
が
あ
る
。
Ｍ
Ｍ
演
習
が
戦
略

力
向
上
に
役
立
つ
と
注
目
さ
れ
て
い
る
。

講
師
の
奥
出
阜
義
氏
は
、
防
衛
大
学

校
で
教
育
・
訓
練
を
指
導
し
た
経
験
に

基
づ
い
て
、
民
間
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
演
習

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
へ
と
工
夫
を
重

ね
て
き
て
い
る
。
民
間
人
を
対
象
と
し

た
本
格
的
な
Ｍ
Ｍ
演
習
に
我
国
で
最
初

に
取
り
組
ん
だ
軍
事
戦
略
家
の
一
人
。

実実
務務
的的
なな
経経
営営
モモ
デデ
ルル
でで
初初
のの
演演
習習

昨
年
の
11
月
に
ハ
ン
ニ
バ
ル
Ｍ
Ｍ
演

習
の
ミ
ニ
研
修
を
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
実

施
し
た
。
今
回
は
、
１
日
を
掛
け
た
本

格
的
な
Ｍ
Ｍ
演
習
で
あ
る
。

さ
ら
に
今
回
の
研
修
で
は
、
第
４
節

で
実
務
的
な
経
営
戦
略
モ
デ
ル
演
習
に

小
平
和
一
朗
が
講
師
と
な
り
取
り
組
ん

だ
。
提
起
さ
れ
た
経
営
課
題
と
そ
れ
を

解
決
す
る
た
め
の
３
種
類
の
戦
略
モ
デ

ル
に
対
し
て
参
加
者
が
経
営
リ
ー
ダ
ー

と
な
っ
て
戦
略
の
長
所
短
所
を
検
討
し
、

デ
ィ
ベ
ー
ト
を
展
開
し
た
。
経
営
モ
デ

ル
を
演
習
テ
ー
マ
に
し
た
実
践
的
経
営

戦
略
構
想
力
向
上
を
狙
っ
た
初
の
試
み

で
あ
る
。

軍軍
事事
力力
、、
戦戦
術術
をを
理理
解解
しし
、、
戦戦
略略
立立
案案

戦
う
相
手
や
自
軍
の
さ
ま
ざ
ま
な
要

素
で
構
成
さ
れ
る
軍
事
力
を
理
解
し
な

い
で
戦
略
を
組
み
立
て
ら
れ
な
い
こ
と

を
リ
ー
ダ
ー
は
知
る
べ
き
で
あ
る
。
ビ

ジ
ネ
ス
で
は
、
自
社
の
技
術
力
や
戦
う

相
手
の
技
術
力
を
理
解
せ
ず
に
経
営
戦

略
の
立
案
は
で
き
な
い
。

戦
術
を
理
解
し
、
有
限
の
時
間
内
で

創
造
し
て
こ
そ
時
代
の
変
革
に
対
応
で

き
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
と
な
る
。

古
代
ハ
ン
ニ
バ
ル
の
戦
い
で
は
大
量
破

壊
兵
器
が
な
く
、
リ
ー
ダ
ー
の
人
間
力

こ
そ
が
戦
略
勝
負
の
主
体
で
あ
っ
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
の
人
間
力
に
通
じ
る
。

Ｍ
Ｍ
演
習
を
通
し
て
体
験
す
る
。

経経
営営
モモ
デデ
ルル
でで
実実
践践
力力
をを
向向
上上
すす
るる

第
４
節
で
実
施
さ
れ
た
実
務
的
な
経

営
戦
略
演
習
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

２
０
０
８
年
の
３
月
１
日
10
時
に

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
、
あ
な
た
は
㈱
育
成

建
設
の
代
表
取
締
役
社
長
。
２
０
０
７

年
夏
に
米
国
で
は
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題

が
起
き
て
住
宅
価
格
の
下
落
、
住
宅
バ

ブ
ル
の
崩
壊
が
起
き
た
。
や
が
て
日
本

に
も
影
響
が
、
国
内
で
の
住
宅
バ
ブ
ル

の
崩
壊
の
懸
念
が
よ
ぎ
る
。

社
長
が
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
発
生
前

に
取
り
う
る[
Ａ
戦
略]

資
産
の
早
期
現

金
化
戦
略
、[
Ｂ
戦
略]

戦
略
な
き
戦
略
、

[

Ｃ
戦
略]

固
定
費
削
減
戦
略
、
と
い
う

３
つ
の
戦
略
を
4
月
1
日
か
ら
始
ま

る
２
０
０
８
年
度
の
事
業
計
画
立
案
で

の
人
、
モ
ノ
、
金
に
関
す
る
具
体
的
な

方
策
を
検
討
す
る
。
課
題
は
、
Ａ
、
Ｂ
，

Ｃ
と
い
う
３
つ
の
戦
略
に
対
す
る
利
点
、

欠
点
を
チ
ー
ム
単
位
で
検
討
し
、
そ
の

結
果
を
デ
ィ
ベ
ー
ト
し
た
。

参
加
者
か
ら
「
経
営
戦
略
を
実
践
に

近
い
形
で
勉
強
で
き
た
」
「
実
際
に

あ
っ
た
数
字
を
使
い
、
非
常
に
分
か
り

易
か
っ
た
」
「
本
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

研
修
は
、
真
の
経
営
者
育
成
に
有
用
だ

と
痛
感
す
る
」
「
時
間
を
も
う
少
し
長

く
取
り
た
か
っ
た
」
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。
さ
ら
に
改
善
に
取
り
組
む
。

2013.5.11研研 修修
技術経営人財育成研修（第1回）

■ 元防衛大学校教授奥出阜義氏講師、専務理事小平和一朗アシスタント講師

『『技技術術経経営営にに役役立立つつ名名将将ハハンンニニババルルMMMM演演習習』』（（11日日ココーースス））

技術経営人財育成研修（第1回）

研修時間割

09：00～09：10 ガイダンス
09：10～09：30 講義：「軍事戦略の基礎」
09：30～11：00 演習１：｢名将ハンニバルMM演習１｣
11：10～12：40 演習２：｢名将ハンニバルMM演習２｣
13：40～15：20 演習３：｢名将ハンニバルMM演習３｣
15：30～17：00 演習４：｢技術経営戦略演習」
17：00～18：00 懇親会

経営のシュミレーションをすることで、
将来の経営に備えることができる。

「大量破壊兵器がない古代での戦いは、人間力の戦いといえる」と話す、
講師の奥出氏

チームのリーダー（報告者：清水真人氏）がハンニバル
になって検討した結果を報告する。

多面的な戦略検討から得られる情報がリーダーの決断
に生きる。報告しているのは、西河洋一氏。
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⑩
前
向
き
に
物
事
を
考
え
る
。

■

ＷＷ
ｉｉ
ｎｎ
・・ＷＷ
ｉｉ
ｎｎ
のの
関関
係係

米
国
も
Ｗ
ｉ
ｎ-

Ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
を
重

視
す
る
よ
う
に
変
わ
っ
た
。
戦
う
ア
メ

リ
カ
も
今
は
共
存
共
栄
と
言
う
。
そ
の

背
景
に
サ
ー
バ
ン
ト
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
あ
る
。
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き

な
い
と
レ
ッ
ド
オ
ー
シ
ャ
ン(

注
８)

に

な
る
。
そ
れ
は
需
要
が
大
き
く
伸
び
な

い
と
き
、
市
場
は
す
ぐ
飽
和
す
る
。
市

場
が
飽
和
し
た
状
態
で
競
合
社
同
士
が

競
い
あ
っ
て
は
値
段
の
た
た
き
合
い
で

採
算
割
れ
を
起
こ
し
共
倒
れ
と
な
る
。

ア
ナ
ロ
グ
時
代
の
テ
レ
ビ
は
、
半
世
紀

を
掛
け
て
開
発
。
パ
ネ
ル
型
の
液
晶
テ

レ
ビ
は
寿
命
が
短
期
間
で
10
年
経
っ
て

い
な
い
。
昔
と
時
間
軸
が
違
う
。

■
ササ
ーー
ババ
ンン
トト
リリ
ーー
ダダ
ーー
シシ
ッッ
ププ

部
下
の
成
功
が
自
分
の
成
功
だ
と
考

え
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
サ
ー
バ
ン

ト
リ
ー
ダ
ー
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
、

リ
ー
ダ
ー
自
身
の
た
め
の
も
の
で
は
な

い
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。
メ
ン
バ
ー

の
ビ
ジ
ョ
ン
、
価
値
観
、
目
標
に
生
き

る
手
助
け
を
す
る
も
の
と
考
え
る
。
決

し
て
自
分
が
奉
仕
さ
れ
る
た
め
に
で
は

な
く
、
相
手
に
奉
仕
す
る
た
め
に
い
る

こ
と
を
認
識
し
て
い
る
。
自
分
の
部
下

が
ハ
ッ
ピ
ー
で
あ
っ
た
ら
自
分
は
ハ
ッ

ピ
ー
で
あ
る
と
言
え
る
か
で
あ
る
。

■■
リリ
ーー
ダダ
ーー
シシ
ッッ
ププ
・・
パパ
イイ
ププ
ララ
イイ
ンン

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

と
は
燃
料
が
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
流
れ
る

よ
う
に
、
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
を
体
系
的

に
階
層
間
、
世
代
間
で
と
ぎ
れ
る
こ
と

な
く
育
成
す
る
考
え
方
で
あ
る
。

リ
ー
ダ
ー
は
開
発
で
き
る
。
組
織
の

中
で
、
私
た
ち
は
次
の
リ
ー
ダ
ー
を
開

発
す
る
た
め
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
持
っ

て
い
る
。
そ
う
い
う
人
達
を
教
育
し
て

い
る
。

■■
リリ
ーー
ダダ
ーー
をを
育育
成成
すす
るる

開
発
対
象
は
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
、
日

本
で
い
う
と
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
係
長
、

課
長
、
部
長
ク
ラ
ス
で
あ
る
。
本
部
長

ク
ラ
ス
は
リ
ー
ダ
ー
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
課
長
は
係
長
に
、
部
長
は
課
長

に
、
本
部
長
は
部
長
に
権
限
移
譲
を
し

て
い
る
か
を
問
い
た
い
。
権
限
の
委
譲

と
は
、
責
任
は
自
分
が
取
る
が
権
限
は

部
下
に
委
譲
す
る
こ
と
だ
。
権
限
の
委

譲
が
出
来
て
い
な
い
人
、
人
財
の
育
成

が
出
来
て
い
な
い
人
、
マ
ル
チ
に
仕
事

が
で
き
な
く
シ
ン
グ
ル
な
仕
事
し
か
で

き
な
い
人
は
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て

も
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
も
失
格
で
あ
る
。

■
管管
理理
者者
とと
リリ
ーー
ダダ
ーー
のの
違違
いい

Ｗ
Ｈ
Ｙ
を
言
う
人
が
少
な
い
。
質
の

高
い
結
果
を
得
る
に
は
Ｗ
Ｈ
Ｙ
が
大
切

で
あ
る
。
リ
ー
ダ
ー
に
は
洞
察
力
が
求

め
ら
れ
る
。
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
験
し

た
人
が
な
れ
ば
良
い
か
。
ノ
ー
で
あ
る
。

た
だ
イ
ン
テ
ル
で
は
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を

経
験
し
た
人
が
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
こ
と

が
望
ま
れ
て
い
る
。
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー

が
必
ず
し
も
人
の
管
理
が
で
き
る
と
は

限
ら
な
い
。
必
ず
し
も
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
上
に
リ
ー
ダ
ー
が
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
そ
の
一
番
良
い
例
が
、
ア
ッ
プ
ル

の
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ス
で
あ
る
。

彼
は
史
上
最
高
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た

が
、
史
上
最
悪
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
で
も

あ
っ
た
。
彼
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
や
り

方
で
は
人
は
つ
い
て
い
か
な
か
っ
た
。

■■
リリ
ーー
ダダ
ーー
シシ
ッッ
ププ
はは
開開
発発
でで
きき
るる

Ｉ
Ｔ
の
知
識
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
、
協
業
力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、

解
決
力
、
創
造
力
と
い
う
６
つ
の
要
素

が
必
要
で
あ
る
。
Ｉ
Ｔ
を
使
い
こ
な
し

世
界
の
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
つ
か
む
必
要
が
あ
る
。
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
は
開
発
で
き
る
。

2013.2.13セセミミナナーー
技術経営人財育成セミナー（第３回）

当
財
団
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ビ
ジ
ネ

ス
で
活
躍
で
き
る
技
術
経
営
人
財
の
育

成
と
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
イ
ン

テ
ル
の
取
締
役
・
副
社
長
の
阿
部
剛
士

氏
は
、
か
ね
て
か
ら
経
営
リ
ー
ダ
ー
は
、

育
成
可
能
だ
と
い
う
考
え
を
も
っ
て
い

る
。
２
月
13
日
（
水
）
に
財
団
内
会
議

室
に
て
『
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
お

け
る
技
術
経
営
人
財
』
と
題
す
る
第
３

回
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

■
国国
際際
化化
とと
ググ
ロロ
ーー
ババ
ルル
化化
のの
違違
いい

今
日
は
『
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に

お
け
る
技
術
経
営
人
財
』
と
い
う
演
題

で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
と
は
何
か
を
含
め
て

参
加
者
の
皆
様
と
考
え
て
み
た
い
。

グ
ロ
ー
バ
ル(

注
４)

の
グ
ロ
ー
ブ
と

は
、
も
と
も
と
丸
い
と
い
う
意
味
が
あ

る
。
グ
ロ
ー
ブ
と
は
、
地
球
の
こ
と
で

あ
る
。
国
際
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
で

は
、
意
味
が
違
う
。

国
際
化
と
は
、
拠
点
を
国
内
に
お
い

て
海
外
に
出
る
こ
と
。
グ
ロ
ー
バ
ル
企

業
と
は
、
国
境
を
な
く
し
て
活
動
を
し

て
い
る
企
業
の
こ
と
。
特
定
の
国
だ
け

で
な
く
、
ど
こ
の
国
で
も
「
め
っ
ち
ゃ

す
ご
い
」(

注
５)

を
求
め
ら
れ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る

上
で
、
ど
の
よ
う
な
人
財
を
求
め
て
い

る
の
か
を
考
え
た
い
。
今
日
は
21
世

紀
型
の
人
財
に
つ
い
て
話
し
た
い
。

「
学
ん
だ
こ
と
を
使
わ
な
い
と
意
味

が
な
い
し
、
学
ん
だ
こ
と
を
す
ぐ
使
う

と
い
う
環
境
を
持
つ
こ
と
が
必
要
だ
。

使
っ
て
人
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
重
要

だ
と
」(

注
６)

と
考
え
て
い
る
。

■
責責
任任
はは
存存
続続
しし
成成
長長
すす
るる
ここ
とと

企
業
の
社
会
的
責
任
は
、
利
益
を
出

し
て
儲
け
る
こ
と
で
あ
る
。
企
業
活
動

に
お
い
て
存
続
と
成
長
は
企
業
の
リ
ー

ダ
ー
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
。
現
在
、
日

本
の
多
く
の
企
業
の
成
長
が
止
ま
っ
て

い
る
。
存
続
で
き
て
い
て
も
成
長
を
し

て
い
な
い
の
で
、
半
分
し
か
で
き
て
い

な
い
。
成
長
が
止
ま
っ
て
い
る
会
社
の

経
営
者
は
リ
ー
ダ
ー
と
い
え
な
い
。

■■
人人
間間
力力
をを
向向
上上
ささ
せせ
るる
ここ
とと

道
理
を
わ
き
ま
え
よ(

注
７)

、
一
緒

に
い
る
と
心
地
良
い
、
人
を
引
き
つ
け

る
、
会
っ
た
人
が
好
き
に
な
る
。
こ
れ

が
人
間
力
で
あ
る
。
人
間
力
を
向
上
さ

せ
る
に
は
、
①
嘘
を
つ
か
な
い
②
勇
気

を
も
っ
て
行
動
す
る
③
時
間
を
守
る
④

他
人
を
褒
め
る
⑤
嫉
妬
し
な
い
⑥
謝
る

こ
と
が
で
き
る
⑦
素
直
な
気
持
ち
に
な

れ
る
⑧
謙
虚
さ
を
忘
れ
な
い
⑨
分
か
ら

な
い
こ
と
を
分
か
ら
な
い
と
言
え
る

■■ イインンテテルル㈱㈱取取締締役役 副副社社長長 阿阿部部剛剛士士氏氏講講演演

『『ググロローーババルルビビジジネネススににおおけけるる技技術術経経営営人人財財』』

「知識だけでなく、精神的なバックボーンを含め教育していることが分かった」と
受講者からの感想。阿部講師の話を熱心聞くセミナー受講者。

（注4） Global
（注5） Extraordinary
（注6） Learn Connect Experience
（注7） Be Rational
（注8） Red Ocean 
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誠実を伝える情報紙

誠
実
を
伝
え
る
情
報
紙
の
２

号
を
お
送
り
し
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
使
っ
て
の
活
動
報
告

は
無
限
の
潜
在
的
な
読
者
が
い

る
と
い
う
点
や
２
桁
以
上
の
情

報
量
を
一
挙
に
公
開
で
き
る
点

で
大
き
な
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

設
立
初
期
の
段
階
で
は
、
当
財
団
の
存

在
や
ど
の
よ
う
な
財
団
な
の
か
を
確
実

に
知
ら
し
め
る
に
は
、
紙
ベ
ー
ス
の
情

報
紙
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
本
紙
を
創

刊
し
て
の
読
者
の
反
応
か
ら
実
感
し
ま

し
た
。

「
誠
実
を
伝
え
る
情
報
紙
」
と
い
う

本
紙
の
名
前
に
も
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

誠
実
は
、
当
財
団
の
活
動
理
念
で
も
あ

り
「
ア
ー
ネ
ス
ト
」
と
い
う
言
葉
を
創

設
者
西
河
洋
一
理
事
長
の
思
い
で
財
団

名
称
に
し
て
い
ま
す
。
誠
実
で
あ
る
た

め
に
は
、
常
に
実
力
を
磨
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
気
持
ち
だ
け
で
は
、
誠
実
な

行
動
に
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。
日
本
人

は
も
と
も
と
真
面
目
で
誠
実
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
自
然
に

受
け
止
め
ら
れ
る
よ
う
に
致
し
ま
す
。

紙
面
に
は
制
約
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

い
内
容
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下

さ
い
。
こ
れ
か
ら
も
経
営
に
役
立
つ
情

報
提
供
を
致
し
ま
す
。

（
小
平
）

編編集集後後記記

第
７
回
目
と
な
る
セ
ミ
ナ
ー
は
、
実

践
的
Ｍ
Ｏ
Ｔ
教
育
を
手
掛
け
て
き
た
松

蔭
大
学
大
学
院
の
角
忠
夫
教
授
を
迎
え

て
９
月
６
日
に
開
催
予
定
。
テ
ー
マ
は

『
日
本
の
大
学
院
Ｍ
Ｏ
Ｔ
コ
ー
ス
で
経

営
者
が
育
つ
か
・
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
具
備
す
べ

き
知
識
、
キ
ャ
リ
ヤ
ー
と
見
識
と
は
』
。

今
回
の
講
師
は
、
長
年
製
造
業
で
経
営

者
と
し
て
の
豊
か
な
経
験
と
実
績
を
踏

ま
え
、
現
在
は
北
陸
先
端
科
学
技
術
大

学
院
大
学
や
電
気
通
信
大
学
の
社
会
人

向
け
Ｍ
Ｏ
Ｔ
ス
ク
ー
ル
な
ど
で
長
年
、

中
小
企
業
の
社
長
や
大
企
業
の
幹
部
候

補
生
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
本

格
的
な
製
造
業
の
復
権
を
果
た
す
ト
ッ

プ
を
育
成
す
る
経
営
者
養
成
教
育
の
あ

る
べ
き
姿
を
学
ぶ
。
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天
空
一
面
に
、
金
の
粉
を
振
り
撒
い

た
「
輝
く
空
」
。
こ
ん
な
凄
い
「
天
の

川
」
は
見
た
こ
と
が
無
い
。
１
９
７
８

年
８
月
、
場
所
は
リ
ビ
ア
砂
漠
の
ど
真

ん
中
、
北
緯
二
十
六
度
三
十
三
・
五

分
・
東
経
十
七
度
二
十
二
・
八
分
の
ジ

ガ
ン
近
傍
で
す
。
夜
の
八
時
に
な
っ
て

も
、
目
的
地(

無
線
中
継
所
建
設
現
場)

に
到
着
で
き
ず
遭
難
し
か
け
た
時
、
車

外
に
出
て
見
上
げ
た
空
で
し
た
。
後
ろ

に
戻
っ
て
も
四
百
㎞
、
前
方
の
オ
ア
シ

ス
ま
で
三
百
㎞
、
東
に
行
っ
て
も
西
に

行
っ
て
も
何
百
キ
ロ
も
文
明
の
灯
り
が

無
い
、
そ
ん
な
砂
漠
の
ど
真
ん
中
で
、

あ
る
の
は
寂
寥
感
と
今
に
も
落
ち
て
き

そ
う
な
天
の
川
だ
け
。
最
高
の
醍
醐
味

で
し
た
！

辛辛いいププロロセセススががああっっててののオオアアシシスス

そ
の
日
は
一
時
間
程
さ
ま
よ
っ
た
末
、

何
と
か
建
設
現
場
に
た
ど
り
着
き
、
翌

日
は
打
合
わ
せ
を
済
ま
せ
、
再
び
摂
氏

50
度
近
い
砂
の
海
を
旅
し
ま
す
。
オ
レ

ン
ジ
色
の
粉
砂
漠
、
真
っ
赤
な
色
の
砂

砂
漠
、
鉄
分
の
多
い
黒
い
岩
石
砂
漠
、

白
い
石
の
礫
砂
漠
、
そ
ん
な
中
を
ラ
ン

ド
ク
ル
ー
ザ
ー
で
進
み
夕
暮
れ
に
た
ど

り
着
い
た
「
泉
と
椰
子
の
あ
る
集
落
」

ホ
ッ
ト
し
ま
す
。
心
が
和
み
ま
す
。

「
オ
ア
シ
ス
」
は
い
い
ね
と
、
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
な
気
分
で
し
た
。

別
の
日
に
、
飛
行
機
で
そ
の
町
ク
フ

ラ
に
飛
び
ま
し
た
。
そ
こ
に
あ
っ
た
の

は
白
っ
ぽ
い
緑
の
椰
子
と
埃
っ
ぽ
い
泉

だ
け
の
薄
汚
れ
た
町
で
し
た
。
オ
ア
シ

ス
と
は
、
そ
こ
に
た
ど
り
着
く
ま
で
の
、

辛
い
・
長
い
プ
ロ
セ
ス
が
あ
っ
て
初
め

て
オ
ア
シ
ス
な
の
だ
と
気
が
つ
き
ま
し

た
。
オ
ア
シ
ス
と
は
空
間
に
存
在
す
る

の
で
は
な
く
、
心
の
中
に
現
れ
る
も
の

だ
っ
た
の
で
す
。

（
淺
野
昌
宏
）

砂砂
漠漠
のの
風風
景景

Africa
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今今
後後
のの
セセ
ミミ
ナナ
ーー
開開
催催

第
６
回
目
の
技
術
経
営

人
財
育
成
セ
ミ
ナ
ー
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
技
術
立
脚
型

経
営
研
究
会
の
許
斐
義
信

理
事
長
を
迎
え
て
６
月
28

日
に
開
催
予
定
。
テ
ー
マ

は
『
欧
米
大
陸
企
業
の
技

術
立
脚
型
経
営
』
。
日
本

経
済
が
縮
小
均
衡
に
向
か

う
中
、
企
業
を
残
せ
て
も
、
雇
用
は
守

る
こ
と
は
出
来
て
い
な
い
。
今
回
の
講

師
は
早
く
か
ら
慶
応
大
学
の
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
で
技
術
立
脚
型
経
営
を
教
え

て
き
た
。
調
査
研
究
に
取
り
組
ん
で
き

た
欧
州
大
陸
企
業
の
競
争
力
強
化
の
た

め
の
経
営
モ
デ
ル
を
学
ぶ
。

豊かで明るい持続的な成長をする
日本づくりに寄与する


